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市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中

で
健
康
に
つ
い
て
考
え
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
各
種
健（
検
）診
等
の

受
診
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講

座
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
で
獲
得
で

き
、
公
共
施
設
利
用
券
な
ど
と
交
換

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
３
０
０
０
人
以
上
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン

ト
制
度
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
集
め
方

　

次
の
①
〜
③
の
事
業
に
参
加
ま
た

は
取
り
組
む
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
ま
す
。

① 

特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
等
の

各
種
健（
検
）診
を
受
診

が心に受座きトポはら①

〜
健け
ん

幸こ
う
都
市（
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
）を
め
ざ
し
て
〜

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
幸
福
を
感
じ
、
い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち「
健（
康
）幸（
福
）

都
市（
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
）の
実
現
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
新
た
な
視
点
か
ら
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
健

幸
」を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
捉
え
、
昨
年
６
月
か
ら
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン

ト
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は

② 

市
で
行
う
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

③ 「
バ
ー
チ
ャ
ル
の
旅
」（
上
田
か
ら

大
阪
ま
で
の
地
図
上
の
旅
）に
参

加
し
、
毎
日
決
め
ら
れ
た
歩
数
を

完
歩
し
、体
組
成
測
定
を
受
け
る
。

ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方

　

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
交
換
、
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

市
内
公
共
施
設
無
料
利
用
券
等
と

の
交
換

② 

社
会
貢
献
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
金

額
換
算
し
て
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
購

入
し
、
各
学
校
に
配
布

　

更さ
ら

に
大
勢
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
次
の
と
お
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。

① 

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
魅
力
あ

る
特
典
の
追
加

② 
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
の
拡
大

③ 
新
バ
ー
チ
ャ
ル
の
旅
〜
真
田
三
代

を
た
ど
る
歴
史
の
旅
〜

　

詳
し
く
は
６
月
に
全
戸
配
布
予
定

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※ 

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
は
随
時
広
報

う
え
だ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
下
の
Ｐ
ち
ゃ

ん
マ
ー
ク
が
目

印
で
す
）。

制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

お
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららら
せ
ら
せ
し
ま
す
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Q ポイント制度参加のきっかけ
は？

A 昨年９月に健康プラザで
「知って得する運動講座」を受
けたことでチャレンジしてみ
ようと思い、申し込みました。

Q参加してみてどうですか？
A ポイントは健（検）診や健康に
関する講座・教室に参加する
ことで獲得しました。また、
「バーチャルの旅」に参加し、
半年間続けてようやく今年２
月に完歩できました。

　 　チャレンジポイント制度に参加することで、健康づ
くりの取組が楽しくなり、「バーチャルの旅」に参加し
ていたときは、参加前よりも多く歩いたり、継続する
ことの励みにもなったりと、気持ちも以前より前向き
になりました。

　 　ポイントを、これから何と交換しようか楽しみにし
ています。

制度の申込は随時受け付けていますので、下記へ問い合
わせください。

　健（康）幸（福）都市をめざした健康づくり事業の一つと
して、「身近な地域で気軽に取り組めるウォーキングの推
進」を行っています。ウォーキングは気軽に始められる運
動のひとつですが、運動のみではなく、自然、歴史、文化、
食などさまざまなテーマと結びつけることで生きがいづ
くりや地域づくりにもつなげていくことができます。皆
さんも “歩いて健康” を始めませんか？

５月 ●尾野山史跡めぐりウォーキング
●真田の郷ノルディックウォーキング
●ときめきウォーキング親子でお散歩
　（５月のイベントは広報うえだ４月16日号に掲載）

６月 ●ながせみちウォーキング
●水中ウォーキング教室
●たけし魅力発見ウォーキング

７月 ●鹿教湯温泉街散策と温泉プールで水中ウォーキング
●ときめきウォーキング国分寺蓮の花
●たけし魅力発見ウォーキング

８月 ●ラジ＆太極拳＆ウォーキング
●美ヶ原高原ノルディックウォーキング

９月 ●秋の東山森林ウォーキング

※詳細は「広報うえだ」でご確認ください。

◎ひとまちげんきクラブ　足腰元気教室
　自宅で行える全身運動を実践、筋力の維持向上をめざし
ます。
●実施頻度・時間●実施頻度・時間　毎月第１水曜日9：30～11：00（予約不要）
●対象●対象　50歳以上の市民

◎気軽にみんなで楽しく歩きましょう！
　（１月～３月は室内）
●実施頻度・時間●実施頻度・時間　毎月第３水曜日9：30～11：00
●対象●対象　どなたでも

健康寿命を延ばすための
代表的な運動はウォーキングです！
～１日5,000歩以上を目指しましょう～

　山王山公園周辺を親子で歩き、塩田平を一望できる展
望台を目指します。
●日時●日時　５月23日㈪10：00～12：00（受付9：30～）
●集合場所●集合場所　 山王山公園野外ステージ
　　　　　　（雨天時は塩田公民館で軽運動）
●対象●対象　未就園児と家族
●定員●定員　20組
●参加費●参加費　無料
●持ち物●持ち物　 帽子、飲み物、タオル、その他ウォーキング

に必要な物（雨天時は室内運動靴）
●申し込み●申し込み　５月19日㈭17：00までに、電話で下記へ。
　うえだミックスポーツクラブ　TEL71・5392

塩田平　親子てくてくウォーキング

◎カラダ元気度℃測定
　今の体力を知るために、下肢筋力、持久力などを測定し
ます。体組成測定では体の部位別の筋肉量や体脂肪量がわ
かります！
●実施頻度・時間●実施頻度・時間　月２回、午前・午後あり（要事前予約）
●対象●対象　80歳以下の市民
●定員●定員　１回 12名

自分の身体を知るために！

気楽に・楽しく・運動を体験！

　下塩尻桜づつみから堤防を歩き、千曲川の風景を楽し
みます（雨天中止）。
●日時●日時　６月７日㈫9：30～11：00（受付9：15～）
●集合場所●集合場所　下塩尻桜づつみ駐車場
●対象●対象　どなたでも
●定員●定員　30名
●参加費●参加費　無料
●持ち物●持ち物　帽子、飲み物、歩きやすい靴
●申し込み●申し込み　６月６日㈪17：00までに、電話で下記へ。
　クラブUSC　TEL26・5320

ときめきウォーキング　
千曲川の風景を楽しんで

その他のウォーキング事業予定

ひとまちげんき・健康プラザで
実施している運動講座・教室

神
かん

田
だ

弘
ひろ

美
み

さん
昨年９月からチャレ
ンジポイント制度に
参加

参 加 者 イ ン タ ビ ュ ー

　  健康推進課　TEL28・7123
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❶食育の推進

❷食物アレルギーへの対応

今後の
学校給食運営方針を
お知らせします

　学校給食の運営方針は、平成23年６月に学校給食運営
審議会から答申を受け、これまでさまざまな角度から検討
を重ねてきました。
　平成27年12月の教育委員会で、「今後の学校給食運営方
針」を決定しましたのでお知らせします。
　今回お知らせする方針に基づき具体的な施設整備計画や
アレルギー対応の方法などの検討を進めていきます。

学校給食運営審議会答申の主な内容について
１ 学校給食における食育の推進について
　●学校給食を教材として活用し、食に関する正しい知識などを身につける。
　●地場産物を積極的に活用し、地場産物を大事にする心を養い、故郷である上田に愛着をもつようにする。
　●実行可能な適切な方法で食物アレルギーに対応することが望ましい。
２ 安全で安心できるおいしい学校給食の提供について
　●施設設備の改善や学校給食従事者への研修を充実し、衛生管理を徹底する。
　●児童生徒の健康の保持増進を図るとともに、教材としての機能も十分果たせるよう食事内容を工夫する。
３ 学校給食の運営のあり方について
　● 調理方式は単独調理場方式が望ましいが、経費面で過大な行政負担となる場合は、安全面や食育面に十分

配慮した別の方法を検討することも考えられる。
　●運営形態は民間委託を視野に入れて検討する余地はあるが、食育や安全確保などに十分配慮する必要がある。

学校給食を活用した食に関する指導の充実を図ります。
児童生徒の健康の保持増進を図るとともに、食事内容を工夫し、おいしい
学校給食を提供します。

Q 食育とは？

A 子どもたちが心身ともに健全に育つために、どのような食生活を送れ
　　ば健康に良いのか、地域で生産される食材は何かを知り、更

さら

に食事の
マナーを身に付け、食事を作ってくれる人への感謝や食べ物を大切に
する心を育むことなどを指しています。

Q 食事内容の工夫に向けた取組は？　　　　　　　　

A 主食の中心を米飯として日本型食生活の良さを取り入れ、主に地元産や国産の食材を使い、できる限り手づくりによ
る調理を続けます。

アレルギー対応を全施設で実施、安全で安心できるおいしい学校給食を
提供します。 

Q 食物アレルギーへの対応とは？

A 詳細な献立表の配布に加え、アレルギーの原因となる卵や乳製品、
小麦などの食品を使わない「除去食」や代わりとなる食材を使用した
「代替食」の提供などがあります。

Q 今の施設でアレルギー対応は可能なのですか？

A 現在、「除去食」や「代替食」の提供ができるのは、丸子学校給食セン
ターと自校給食校です。一方、上田地域の第一学校給食センターと
第二学校給食センターは、アレルギー対応食を調理する専用スペー
スがないことなどから「代替食」などの提供ができていません。

 そこで、新しい給食センターを建設し、市内全施設でアレルギー対
応を実現します。 

アレルギー対応が必要な児童生徒265人について
（平成27年５月時点）

アレルギー対応食の提供ができる施設
・丸子学校給食センター（丸子地域６校）
・自校給食校（上田・真田・武石地域９校）

新しい給食センターを建設し、
食物アレルギー対応を開始します。

アレルギー対応食の提供ができない施設
・第一学校給食センター（上田地域中学校７校）
・第二学校給食センター（上田地域小学校14校）

90人
34％

175人
66％
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❸学校給食施設の整備

❹学校給食の運営方法

施設の衛生管理を徹底、老朽施設を更新して安全で安心できるおいしい学校給食を継続します。　
今後の公共施設のあり方を見通した施設統合を行います。

Q 具体的にはどの施設を整備しますか？

A 新たに建設・統合する施設は次のとおりです。

Q 審議会の答申では自校方式が望ましいとありますが、なぜセンター方式なのですか？

A 答申は「単独調理場方式とすることが望ましい」としながら、行政負担や効率性への配慮にも触れています。
　　教育委員会としても自校方式の利点を理解しながら、審議会答申や次の①～⑤を踏まえて総合的に判断しました。
　　① 全校に給食調理場を整備するには相当な年数がかかり、その間も老朽化した給食センターを並行稼働させる必要が

あること
　　②市内すべての学校でアレルギー対応をできるだけ早く実現する必要があること
　　③今後の公共施設のあり方※1を踏まえて検討する必要があること
　　④将来の児童生徒数の減少を見通して判断する必要があること
　　⑤行政負担や効率性へも配慮する必要があること
　　※１　 本格的な少子高齢化・人口減少社会を迎えるなかで、必要な公共施設を将

来にわたり維持するために、施設を整備する際は、必要に応じて複合化、
統廃合などにも取り組むこと。

Q 児童生徒数の減少と調理方式の選択の関係は？

A 国立社会保障・人口問題研究所の推計※2によると、上田市の５歳から
　　14歳までの人口は、平成27年度を100とした場合、20年後には63.9

まで減少するとされています。
　　自校方式の場合、児童生徒数の減少により調理場の多くは小規模となり、効率的な運営が難しくなると考えています。
　　※２　「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）」

Q 自校方式にすると、どの程度行政負担が重くなるの？

A 上田地域の小学校14校をセンター方式から自校方式にした場合、学校給食の運営費の中心である人件費は、年間約
１億円上昇する見込みです。

現　　　在 変　更　後
第一学校給食センター（S63築、中学校 ７校）
第二学校給食センター（S56築、小学校14校）
川辺小学校給食調理場（S45築）

新たな給食センターを建設し、統合します。

東塩田小学校給食調理場（S37築）　　　　　　 丸子学校給食センターへ統合します。

◇丸子学校給食センター、真田地域、武石地域の調理場は、現在の施設を当面利用します。
◇ すべての施設で、調理場の床をできるだけ水で濡らさずに湿度の上昇を抑え、床面からの水の跳ね返りによる食材の
汚染を防ぐドライシステムを採用し、衛生的な作業環境を整備します。

長年積み上げてきた給食員のノウハウを活用、安全で安心できるおいしい学校給食を継続します。　
行政改革の視点も踏まえた効率的な運営により全施設「直営」を続けます。 

Q 学校給食の運営について何か変わるの？

A これまでどおり「直営」を続けます。
　　学校給食の運営費を節減するために、調理業務や配送業務を民間委託することも検討しましたが、当市には長年にわ

たり蓄積してきた給食づくりのノウハウがあること、これを生かした安全で安心できるおいしい学校給食を継続する
こと、施設統合による合理化を推進することなどから「直営」を続けるという方針に至りました。

　  教育総務課　TEL23・5100
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上
田
市
自
治
基
本
条
例
の
見
直
し

　
　

　
　

　
－

条
例
改
正
の
お
知
ら
せ
・
条
例
の
概
要

－

自
治
基
本
条
例
と
は
？

　
「
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
が
も
っ
と
豊
か
に
暮

ら
せ
る
か
？
」、「
私
た
ち
の
声
を
も
っ
と
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
に
は
？
」こ
ん
な
疑
問
を
解

決
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。
自
治
基
本
条
例
と

は
、
上
田
市
を
更さ
ら

に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す

る
た
め
、
市
民
に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
を
応
援
し
、
市
民
・
市
議
会
・
市（
執
行
機

関
）の
三
者
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

条
例
の
必
要
性

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル
を
共
有
し
、
未

来
に
わ
た
っ
て
自
治
を
繰
り
返
し
実
践
し
て
い

く
体
制
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
条
例
と
い
う
形
で
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
」と
は
？

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い

と
思
う
魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
上
田
市
に
し
て

い
く
た
め
の
活
動
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自

治
会
の
活
動
、
市
民
活
動
、
事
業
所
の
地
域
貢

献
な
ど
で
す
。

﹇
第
２
条「
ま
ち
づ
く
り
」の
定
義
﹈

誰
が
行
う
の
？

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
内
に
居
住
す
る
人
、
市

内
で
働
き
、
学
ぶ
人
、
市
内
で
事
業
活
動
を
行

う
事
業
所
や
行
政
な
ど
、
上
田
市
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
や
組
織
で
行
い
ま
す
。

　

協
働
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
高
い
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

﹇
第
２
条「
市
民
等
」の
定
義
﹈

　

平
成
23
年
４
月
に
施
行
し
た
上
田
市
自
治
基
本
条
例
は
、
自
分
た
ち
で
住
み

や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の〝
ル
ー
ル
〞を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
条
例
を
見
直
し
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
条
例
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

条
例
施
行
か
ら
５
年
に
あ
た
る
平
成
27

年
度
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
に
よ
る
条
例
検
討
委
員

会
か
ら
の
提
言
を
も
と
に
、
平
成
28
年
３
月

議
会
で
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

● 「
住
民
自
治
組
織
」条
項
の
追
加

　
（
第
13
条
第
３
項
）

　

自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
が
連
携
・
協

力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
組
織
に
つ
い

て
条
例
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

 

● 「
危
機
管
理
」条
項
の
追
加

　
（
第
７
章
第
19
条
）

　

地
域
防
災
・
防
犯
力
の
向
上
に
つ
い

て
、市
の
体
制
強
化
を
は
じ
め
と
す
る「
公

助
」、
市
民
や
地
域
自
ら
の
安
全
確
保
と

し
て
の「
自
助
」や「
共
助
」の
重
要
性
を
共

通
認
識
と
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
定
め

ま
し
た
。

条
例
の
見
直
し
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地域活動や市民活動などまちづく
りに積極的に参加します。

広く市民の意見を聴いて、市政運
営に適切に反映させます。

市民の多様な意見が反映されるよ
う意見の集約に努め、意思を決定
します。

地域に住む人が、互いに助け合い
協力することで、安全で安心な暮
らしを実現します。

市民・市議会・市の三者が協力して「まちづくり」を進めます。

　基本（行動）原則
■人権尊重の原則
■参加の原則
■協働の原則
■情報共有の原則

地域コミュニティ

議会傍聴、
市民意見など

積極的な情報発信、
開かれた議会など

条例・予算・決算など議案提出

議案の審査、市政運営のチェック

市民・市議会・市の
役割は？

市議会 市

市民等

行政サービスの提
供、情報公開、審議
会委員の公募、市
民意見の公募など

市政情報の取得、
市政への積極的な
参画と協働など

自治基本条例が目指す「まちづくり」の仕組み
市民が主体となり自主的・自立的に行う活動によって、魅力的で豊かな上田市にしていきます。

基　本　理　念　　（目指す自治のあるべき姿）
● 参加と協働による自治の推進 ● 地域内分権による地域の自治の推進
　市民の皆さんがまちづくりに参加し、市民・市議会・
市それぞれが役割分担のもと協働しながら活動すること
で、自治を推進します。

　自治会や地域で活動する各種団体、地域住民が一体と
なって地域課題の解決や、地域の個性・特性を生かした
まちづくりに取り組むことで、地域の自治を推進します。

　  市民参加・協働推進課　TEL75・2230
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《
期
日
前
投
票
制
度
》　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
で
き
ま

す
か

上
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
投
票

日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
予
定
が
あ
り
、
投

票
に
行
か
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る

場
合
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
期
間
・
時
間
は
？

投
票
日
の
公
示
日（
告
示
日
）

※
１
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で
の
、
毎
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時
で
す
。
た
だ
し
、
期

日
前
投
票
所
が
複
数
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所
に
よ
り

期
間
や
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場
券
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
１　

投
票
日
を
決
定
し
周
知
す
る
日
を

い
い
、
公
示
又
は
告
示
が
行
わ
れ
た
後
、

立
候
補
の
届
出
や
、
選
挙
運
動
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
と
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
天
皇

が
選
挙
期
日（
投
票
日
）を
公
に
す
る
た

め
公
示
と
い
い
、
そ
れ
以
外
の
選
挙
は
、

選
挙
を
管
理
執
行
す
る
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
期
日
の
周
知
を
行
う
た
め
告

示
と
い
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
場
所
は
？

各
選
挙
で
市
内
に
設
置
さ
れ

る
期
日
前
投
票
所
で
す
。
最

近
の
選
挙
で
は
、
市
役
所
東
庁
舎

及
び
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー（
６
箇

所
）の
計
７
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。期
日
前
投
票
所
・
投
票
時
間
は
、

広
報
う
え
だ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

投
票
所
入
場
券
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

市
内
い
ず
れ
の
投
票
所
で
も
投
票

可
能
で
す
。

投
票
の
方
法
は
？

自
宅
に
郵
送
さ
れ
る
投
票
所

入
場
券
を
投
票
所
に
持
参
し
、

そ
の
裏
面
の「
期
日
前
投
票
宣
誓

書
」へ
の
必
要
事
項
の
記
入
と
、
投

票
日
に
投
票
で
き
な
い
事
由
を
選

択
し
た
上
で
、
受
付
に
提
出
し
ま

す（｢

期
日
前
投
票
宣
誓
書｣

を
記
入

し
持
参
す
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
受

付
で
き
ま
す
）。

　

入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
、
本
人

確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

な
お
、
期
日
前
投
票
の
基
本
的
な

手
続
き
は
投
票
日
に
投
票
所
で
行

う
投
票
と
同
じ
で
す
。

《
不
在
者
投
票
制
度
）　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
で
き
ま

す
か

上
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
他
市

町
村
へ
の
転
出
や
選
挙
期
間
中
に

仕
事
・
旅
行
な
ど
で
市
外
に
滞
在

し
て
い
る
場
合
に
は
、
滞
在
先
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
病
院

Q4A4

Q1

Q1

A1

A1

投
票
日
に
投
票
所
に
行
か
れ
な
い
方
は
、

「
期
日
前
投
票
制
度
」や「
不
在
者
投
票
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
や
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
で
は
、
１
つ
の
市
区
町
村
を
い
く
つ
か
の
投
票
区（
上
田
市
は
88
投
票
区
）に
分
け
て
お
り
、
有
権

者
は
、
当
日
定
め
ら
れ
た
投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
を
行
う
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
に

行
か
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
投
票
日
前
に
投
票
を
行
う「
期
日
前
投
票
制
度
」や「
不
在
者
投
票
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
や
留
学
な
ど
で
海
外
に
い
な
が
ら
国
政
選
挙
の
投
票
が
で
き
る「
在
外
選
挙
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

Q2A2

Q3A3
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票
で
き
ま
す
。

　

① 

病
院
長
等（
不
在
者
投
票
管
理

者
）に
そ
の
意
思
を
伝
え
ま
す
。

　

② 

意
思
を
確
認
し
た
病
院
長
等

が
、
投
票
用
紙
な
ど
必
要
書
類

を
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

請
求
し
ま
す
。

　

③ 

投
票
は
、
病
院
長
等
が
管
理
す

る
場
所
で
、
指
定
さ
れ
た
時
間

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

④ 

投
票
済
投
票
用
紙
は
、
病
院
長

等
か
ら
上
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

⑶
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
。

　
　

対
象
者
は
、
障
害
者
手
帳（
又

は
戦
傷
病
者
手
帳
）を
所
持
し
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
と
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次

の
手
順
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

① 

投
票
日
４
日
前
ま
で
に
、
上
田

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
事
前

に
交
付
を
受
け
た「
郵
便
等
投

票
証
明
書
※
２
」を
添
え
て
、
投

票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
ま
す
。

　

② 

自
宅
等
に
郵
送
さ
れ
た
投
票
用

紙
に
自
宅
等
現
在
す
る
場
所
で

投
票
し
、
郵
便
等
に
よ
っ
て
上

田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付

し
ま
す
。

　

※ 
２　

投
票
用
紙
の
請
求
に
必
要
な

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
発
行
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
所
定
の
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
在
外
選
挙
制
度
》　

ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か

仕
事
や
留
学
な
ど
で
海
外
に

住
ん
で
い
る
方
で
、｢

日
本

国
籍
を
持
つ
満
20
歳
以
上
※
３

の

有
権
者
で
あ
り
、
在
外
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
在
外
選
挙
人
証
を

持
っ
て
い
る
方｣

は
、
外
国
に
い

な
が
ら
国
政
選
挙（
衆
議
院
選
挙
、

参
議
院
選
挙
）の
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
申
請

は
、
現
在
の
住
ま
い
を
管
轄
す
る

在
外
公
館（
大
使
館
、
領
事
館
等
）

の
領
事
窓
口
で
行
い
ま
す
。な
お
、

投
票
の
方
法
に
は
、
在
外
公
館
で

行
う「
在
外
公
館
投
票
」、
郵
便
等

に
よ
っ
て
行
う｢

郵
便
等
投
票｣

、

選
挙
の
際
に
一
時
帰
国
し
た
方
が

行
う「
日
本
国
内
に
お
け
る
投
票
」

が
あ
り
ま
す
。

※
３　

６
月
19
日
以
降
に
選
挙
期
日
の
公

示
日
又
は
告
示
日
を
迎
え
る
選
挙
か

ら
、
選
挙
権
年
齢
が「
満
20
歳
以
上
」か

ら「
満
18
歳
以
上
」に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

等
に
入
院
等
し
て
い
る
方
な
ど
は

そ
の
施
設
内
で
、
身
体
に
重
度
の

障
が
い（
公
職
選
挙
法
で
規
定
さ
れ

た
障
が
い
等
）の
あ
る
方
等
は
、
選

挙
人
の
自
宅
等
現
在
す
る
場
所
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
期
間
・
時
間
は
？

投
票
日
の
公
示
日（
告
示
日
）

の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

滞
在
先
又
は
転
出
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
行
う
場
合
の
投
票
時
間

は
、
そ
の
市
区
町
村
で
選
挙
が
行

わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
原
則
と

し
て
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
。
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
執
務

時
間
内
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者

投
票
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す（
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
の
場
合
に
は
時
間
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

投
票
の
方
法
は
？

主
に
次
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

⑴ 

滞
在
先
又
は
転
出
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
行
う
不
在
者
投
票

　

① 
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
、

「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
投
票

用
紙
請
求
書
」に
よ
り
、
直
接

又
は
郵
便
等
で
投
票
用
紙
な
ど

必
要
書
類
を
請
求
し
ま
す
。

　

② 

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、

投
票
用
紙
な
ど
必
要
書
類
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

③ 

交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
な
ど
を

持
参
し
て
、
滞
在
先
又
は
転
出

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向

き
投
票
し
ま
す
。

　

④ 

記
入
済
投
票
用
紙
は
、
投
票
し

た
滞
在
先
又
は
転
出
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
、
上
田
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

⑵
指
定
病
院
等
で
行
う

　
　

不
在
者
投
票　

　
　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

不
在
者
投
票
の
た
め
に
指
定
し
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
し

て
い
る
方
が
不
在
者
投
票
を
希
望

す
る
場
合
に
は
、
次
の
手
順
で
投

Q2A2

Q3A3

◆
次
回
の
選
挙「
Ｑ
＆
Ａ
」は
、「
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
方
法
に

つ
い
て
」を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
　

TEL 

23
・
５
４
３
８

　今年の夏に予定されている参議院議員通常選挙
は、選挙権年齢が引き下げられ、18・19歳の方
も投票できる見込みですが、進学や就職などによ
り市外へ転出した場合は、原則として住民票のあ
る新住所地で投票することになります。
　しかし、新住所地で投票するためには、転出先
市区町村の選挙人名簿に登録されることが条件と
なり、そのためには「転入届」を提出した日から公
示日（告示日）の前日までに、新住所地に３か月以
上住んでいる必要があります。３か月未満の方は、
転出先市区町村の選挙人名簿には登録されないた
め、上田市で名簿登録されている場合には、上田
市で投票することになります。その場合には、期
日前投票や転出先の住所地の選挙管理員会で不在
者投票をすることができます。

進学や就職などで
市外へ転出した場合、
どこで投票できるの??

Q1A1

広報うえだ　2016.5.1広報うえだ　2016.5.19
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「フォト・モザイク・アート制作」「フォト・モザイク・アート制作」
皆さんの写真を募集します皆さんの写真を募集します

　上田市、丸子町、真田町、武石村の合併により新生上田市が誕生して10周年を迎えま　上田市、丸子町、真田町、武石村の合併により新生上田市が誕生して10周年を迎えま
した。市では、この記念の年を市民の皆さんと共に祝い、今後の市のした。市では、この記念の年を市民の皆さんと共に祝い、今後の市の更

さら

なる発展と一体感る発展と一体感
の醸成を図るため、来年３月までさまざまな記念事業を実施します。の醸成を図るため、来年３月までさまざまな記念事業を実施します。
　その１つとして、市民アイデアを基に企画された「フォト・モザイク・アート　その１つとして、市民アイデアを基に企画された「フォト・モザイク・アート※※」を制作」を制作
します。します。※小さな写真をモザイクのように組み合わせて作る絵※小さな写真をモザイクのように組み合わせて作る絵

制作概要制作概要
　上田市合併10周年を記念して、市民の皆さんから写真
１万枚を募集して大きなフォト・モザイク・アート（縦約1.5
ｍ×横約2.3ｍ）を制作します。原画は白

しら

井
い

ゆみ枝
え

さん（画家。
上田市出身）の指導のもと、「上田市の魅力」をテーマに上田
染谷丘高等学校、上田東高等学校、丸子修学館高等学校の美
術班の皆さんに制作していただきました。

募集する写真募集する写真
　①本人や家族の顔写真
　②友人や同僚との写真
　③上田市をPRできる写真
　　（自然、町並み、文化財、祭り、食べ物など）
　④思い出の写真（白黒も可）など

募集枚数募集枚数　１万枚

応募資格応募資格　 市民、市内への通勤・通学者、本市出身又はゆ
かりのある方（未成年は要保護者同意）

応募方法応募方法
　①パソコン・スマートフォンから
　　 市ホームページ「合併10周年記念事業」ページ内「フォ

ト・モザイク・アート写真募集」の応募フォームから応
募してください。

　　● 応募フォームに、氏名（ニックネームでも可）、メール
アドレスを入力の上、JPG、PNGなどの写真データ
を添付し投稿してください。

　　●一回につき投稿できる写真は１枚（３MB未満）です。
　②持参による応募
　　 現像した写真、又はCD-Rに保存したデータを合併10周

年記念事業推進室へ直接持参してください。応募規約を
確認の上、応募してください。

　　※ 何回でも応募できます。

募集期間募集期間　 ５月９日㈪～７月８日㈮（ただし、持参の場合
は６月30日㈭まで。１万枚に達した時点で終了）

注意事項注意事項
　① 写真は正方形で使用するため、一部の被写体が掲載され

ない可能性がありますが、ご了承ください。撮影時は被
写体が写真の中心に収まるように撮影してください。

　② 作品制作の都合上、応募写真をトリミング（切り抜き）や
色補正、明るさの調整その他改変する場合があります。

　③ 第三者の印刷物やインターネットに掲載されている写
真での応募はご遠慮ください。

　④ 応募者自身の責任で、第三者の著作権、被写体の肖像権、
およびプライバシー等を侵害していないことを確認し、
許可を受けた上で応募してください。

　⑤ 応募写真に関する第三者からの苦情、その他の申し立て
は、応募者自身の責任で解決してください。

　⑥ 公序良俗に反する写真、著作権・肖像権のある写真（芸
能人やキャラクター）など、市がふさわしくないと判断
した場合、掲載しないことがあります。

　⑦ 完成したモザイクアートの著作権を含む一切の権利は
上田市に帰属します。

　⑧ 画像送信中の事故で作品が届かない場合や、不可抗力の
事故その他障害でデータファイルが開けないなどの問
題が発生した場合、主催者は一切責任を負いません。

個人情報の取扱について個人情報の取扱について
　応募いただいた個人情報は、厳重に管理し、本記念事業の
みに使用します。

作品発表作品発表
　市役所や各地域自治センター等で巡回展示する予定です。
７月下旬～９月上旬の期間、市ホームページでも公開します。
　  合併10周年記念事業推進室　TEL75・2005

白井さんと美術班の皆さん

原画制作の様子は
インターネットでも
ご覧いただけます

動画はこちらから



原画制作の様子
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◎公開収録
●日時●日時　７月７日㈭14：00～（開場13：00）
●場所●場所　丸子文化会館セレスホール

◎出場カップル募集
県内在住の結婚３年以内の夫婦。自薦・他薦は問いません。
◇予選会
●日時●日時　６月４日㈯15：00～・５日㈰10：00～
 11日㈯15：00～・12日㈰10：00～
●場所●場所　abn長野朝日放送（長野市栗田989-1）
●応募方法●応募方法
・ 郵便／ はがきにお二人の名前（ふりがな）、年齢、職

業、携帯番号（各々）、自宅電話番号、住所、メー
ルアドレス、自薦・他薦の別、入籍年月日、簡
単な自己紹介、おもしろいエピソードを記入の
上、〒530-8655　朝日放送「新婚さんいらっしゃ
い！」出場係へ。

・ホームページ／
　ABC（朝日放送）　http：//www.asahi.co.jp/
　abn（長野朝日放送）　http：//www.abn-tv.co.jp/
　専用フォームに必要事項を入力してください。
　 予選会にお越しいただくご夫婦にはアンケート用紙を送
ります。

◎観覧者募集
●応募方法●応募方法
・ 郵便／ はがきに代表者の住所、氏名、電話番号、観覧希

望人数（５名まで）、年齢を記入の上、
　　　　〒380-8550　abn長野朝日放送
　　　　「新婚さんいらっしゃい！」観覧希望係へ。
・ホームページ／
　abn（長野朝日放送）　http：//www.abn-tv.co.jp/　
　専用フォームに必要事項を入力してください。
●締め切り●締め切り　５月30日㈪（必着。応募多数時は抽選）
　abn長野朝日放送　TEL026・223・1000（平日10：00～17：30）
　　（  合併10周年記念事業推進室）

上田市合併10周年記念・長野朝日放送開局25周年記念上田市合併10周年記念・長野朝日放送開局25周年記念

「新婚さんいらっしゃい！」「新婚さんいらっしゃい！」
出場カップル・番組観覧者大募集出場カップル・番組観覧者大募集
　「新婚さんいらっしゃい！」の公開収録が市内で行われます。楽しい新
婚さんとの爆笑トークを、ぜひ会場でご覧ください！

フォト・モザイク・アートの原画
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
の
可
燃
ご
み
の
処

理
量
は
３
４
２
４
５
ト
ン（
速
報
値
）

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
３
７
７
ト

ン
の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
平
成
13
年
度
に
比
べ
約

１
０
０
０
０
ト
ン
の
減
量
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
度
の
目
標
値

３
３
７
１
２
ト
ン
に
は
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は「
平
成
32
年
度
の
可

燃
ご
み
処
理
量
３
１
６
０
０
ト
ン
」

を
新
た
な
目
標
値
と
し
て
、
更
な
る

減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

新
た
な
目
標
値
は
、
平
成
12
年
度

の
処
理
量
か
ら
25
％
の
減
量
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
毎
年
約
５
３
０
ト

ン
の
減
量
が
必
要
で
す
が
、
可
燃
ご

み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
全
市
的

な
取
組
と
し
て
目
標
達
成
を
目
指
し

ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
搬
入

さ
れ
た
燃
や
せ
る
ご
み
の
内
容
物
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
分
別
を
行
う
こ

と
で
、
資
源
物
の
再
利
用
が
進
み
、

可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ご
み
の
分
別
は
、
次
の
５
種

類
で
す
。
分
別
ル
ー
ル
の
再
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
燃
や
せ
る
ご
み

②
燃
や
せ
な
い
ご
み

③
プ
ラ
マ
ー
ク
付
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

④
資
源
物

⑤
有
害
・
危
険
ご
み

■
も
う
一
度
ご
み
の
分
別
方
法
の
確
認
を

　

お
願
い
し
ま
す
！

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
向
け
て

　

市
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
平
成
32
年
度
の
減
量
化
目
標
値
を
定
め
、

更さ
ら

な
る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
月
か
ら
連
載
で
、

ご
み
減
量
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
は
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
可
燃
ご
み
の
処
理
量
と
今
後
の
目
標

「
燃
や
せ
る
ご
み
指
定
袋
」の
中
に
あ
っ
た「
再
資
源
化
で
き
る
紙
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082　　　  廃棄物対策課　TEL22・0666
　　  市民サービス課　TEL42・1054　　  市民サービス課　TEL72・0154　　  市民サービス課　TEL85・2827

～あなたのひと手間　「ごみ」から「資源」に～

信州うえだ　ごみ減量大作戦 第❶回
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　  市民課　　　　　TEL23・5334　　  市民サービス課　TEL42・1052　　
　　  市民サービス課　TEL72・0154　　  市民サービス課　TEL85・2827
　　  simin@city.ueda.nagano.jp

５月20日㈮からマイナンバーカード利用での
住民票・印鑑登録証明書のコンビニ交付が始まります

　５月20日㈮から、マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストアの各店舗に設置されて
いるマルチコピー機で、住民票、印鑑登録証明書を取得できるサービス「コンビニ交付」を開始します。
　なお、マイナンバーカードは自動交付機では利用できません。

利用できる方
　上田市に住民登録があり、マイナンバーカードを取得し、
かつ利用者証明用電子証明書が搭載されている方

利用できるコンビニエンスストア
　以下のコンビニエンスストアのマルチコ
ピー機が設置されている店舗でご利用いた
だけます。
・サークルＫサンクス
・セブン-イレブン
・ファミリーマート
・ローソン（50音順）

利用時間
　6：30～23：00
　※ 年末年始（12月29日～１月３日）
　　と不定期の機器メンテナンス時は
　　ご利用いただけません。

取得できる証明書と手数料
・住民票（300円）※住民票の除票及び改製原住民票は取得できません。
・印鑑登録証明書（300円）

利用上の注意
・ マイナンバーカードや証明書の置き忘れには十分ご注意ください。特に証明書１通が複数枚にわたる場合、２枚目以降の取
り忘れにご注意ください。

・ 設定された暗証番号を３回間違えると利用できなくなります。暗証番号の再設定が必要となりますので、本人がカード持参
の上、下記窓口までお越しください。

・電話での問い合わせは市役所窓口の開庁時間内（平日8：30～17：15）のみです。開庁時間外はメールで問い合わせください。

印鑑登録証、上田市民カードをお持ちの方へ
　５月20日㈮から、マイナンバーカードをお持ちの方は、印鑑登録証、上田市民カードに代わり、マイナンバーカードを印
鑑登録証とします。コンビニエンスストアの他、窓口（本人申請のみ）での提示でも印鑑登録証明書を発行します。なお、マイ
ナンバーカードをお持ちの方が、窓口で印鑑登録証、又は上田市民カードを提示して申請した場合、回収させていただきます
ので御了承ください。
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、下記へ問い合わせください。

使えるのはこのカード! !
使うときは、交付時に設定した
４ケタの暗証番号が必要だよ! !

マイナンバーカード

広報うえだ　2016.5.1広報うえだ　2016.5.113



シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！⑬
今日も元気な真田うめちゃんが、フィルムコミッション（FC）の事務所へ
やって来ました。スタッフと会話がはずみます。

映画『うさぎ追いし－山極勝三郎物語－』

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

うめ　先日おじいちゃんが、エキストラ参加をしました。
ＦＣ　映画『うさぎ追いし－山極勝三郎物語－』だね。

うめ　上田市出身の偉い人のお話だって。
ＦＣ　主人公の山極勝三郎先生は、世界で初めて人工癌

がん

の発生実験に成功
された病理学者で、ノーベル賞候補にもなられたお方だよ。世界に
誇るその偉業から、昨年でちょうど100年。ついに今年、先生の生
涯が映画化されることになったんだ。

うめ　すごい先生ですね！
ＦＣ　実はこの映画のプロデューサーも上田市出身で、作品の８割以上が

地元ロケで製作されたんだ。明治から昭和初期の時代設定だけど、
当時の建物が多く残る上田のまちだからこそできた撮影だよね。

うめ　ロケはもう終わったの？
ＦＣ　３月中旬から始まって、４月上旬に無事終了したよ。途中、市内で

行なわれた製作発表会も、多くのマスコミ関係者が集まって大盛況
だったし。主演
の遠

えん

藤
どう

憲
けん

一
いち

さん
は、現在放送中の
大河ドラマ『真田
丸』で上杉景勝役
を演じていらっ
しゃる。同時期に
山極博士を演じ
ることについて、
上田へのご縁に
驚かれていたよ。

うめ　でも、この映画はちょっと難しそう…。うめにはまだ早いかな？
ＦＣ　大丈夫！山極博士の妻、かね子を演じる水

みず

野
の

真
ま

紀
き

さんは、製作発表
会で「ぜひ子どもたちにも見てほしい映画」とおっしゃっていたから
ね。明日もまた頑張ろうと思える清

すが

々
すが

しい作品で、仲間と支え合う
気持ちや、家族愛について考えるいい機会になるだろうって。だか
らうめちゃんたちも、要チェックだよ！

うめ　はいっ。じゃあ、うめは映画を見て、おじいちゃんをチェックしま
～す（笑）。

第23回PFFスカラシップ作品

映画『過ぐる日のやまねこ』特報
①国際映画祭で審査員賞を受賞
　上田市出身の鶴

つる

岡
おか

慧
けい

子
こ

監督による映画
『過ぐる日のやまねこ』が、昨年モロッコで
行なわれた第15回マラケシュ国際映画祭
で審査員賞を
受賞しまし
た。受賞式で
は、 審 査 委
員長であり
映画『ゴッド
ファーザー』
等で知られる
巨匠、フラン
シス・F・コッ
ポラ監督か
ら、鶴岡監督
にトロフィが
手渡されました。
②DVDの発売、レンタル開始のお知らせ
　映画『過ぐる日のやまねこ』のDVD発売
およびレンタルが、全国で一斉に始まりま
した。特典映像として、初日舞台挨拶の様
子や、鶴岡監督による短編作品『焦がれる
鼓動』（上田ロケ）なども収録。皆さん、ぜ
ひお楽しみください。
発売・レンタル開始日／４月27日㈬
価格／3,800円（税抜）　
※レンタル料金は各店舗にご確認ください。

（C）「過ぐる日のやまねこ」製作委員会

映画『うさぎ追いし－山極勝三郎物語－』製作発表会が行われました

　上田市合併10周年記念作品となる映画『うさぎ追いし－山極勝三郎物語－』。
　３月26日㈯に市内ホテルで、製作発表会が開かれました。当日はプロデューサー
の永

なが

井
い

正
まさ

夫
お

さん、監督の近
こん

藤
どう

明
あき

男
お

さんをはじめ、山極勝三郎役の遠藤憲一さん、
妻かね子役の水野真紀さん、夫妻の次女梅子を演じる高

たか

橋
はし

惠
けい

子
こ

さん、山極博士の
助手役を務めた岡

おか

部
べ

尚
なお

さんら６名が登壇。作品に対する意気込みや見どころなど
を語りました。

信州大学繊維学部の講堂でのロケ風景
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名
誉
市
民　

故
半
田
孝
淳
氏
の

　
　

  
上
田
市
葬
を
行
い
ま
す

　

昨
年
12
月
14
日
に
98
歳
で
御
逝
去
さ
れ
た
上
田
市
名
誉
市
民
で
あ
る
故

半
田
孝
淳
氏
の
生
前
の
御
功
績
を
た
た
え
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、

上
田
市
名
誉
市
民
条
例
に
基
づ
き
執
り
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の「
お
別
れ
の
会
」へ
の
御
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
半
田
孝
淳
氏
の
功
績

　

半
田
氏
は
、
平
成
19
年
に
第
二
五
六
世
天
台

座ざ

主す

に
就
任
さ
れ
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
の

宗
教
界
の
指
導
者
と
し
て
、
国
や
宗
教
の
枠
を

超
え
、
世
界
平
和
の
実
現
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

る
な
ど
、
上
田
市
が
世
界
に
誇
る
宗
教
家
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
、
住
職
と
し
て
の

本
業
の
傍
ら
、
別
所
村
議
会
議
員
を
は
じ
め
、

保
護
司
、
調
停
委
員
等
、
幅
広
い
分
野
で
上
田

市
の
発
展
の
た
め
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
対
し
、
昭
和
52
年
に
は
、

旧
上
田
市
か
ら
功
労
表
彰
が
、
ま
た
、
平
成
３

年
に
は
、
47
年
間
の
長
き
に
わ
た
る
保
護
司
の

活
動
に
対
し
て
、
国
か
ら
勲
五
等
瑞
宝
章
が
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更さ
ら

に
、
市
で
は
、
半
田
氏
の
極
め
て
顕
著
な

功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
21
年
に
、
上
田

市
初
の
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
半
田
孝
淳
氏
の
略
歴

　

大
正
６
年　

別
所
村
に
生
ま
れ
る

　

昭
和
16
年　

大
正
大
学
文
学
部
卒
業

　

昭
和
22
年　

別
所
村
議
会
議
員

　

昭
和
24
年　

常
楽
寺
副
住
職

 

保
護
司
就
任

　
　
　
　
　
　
（
平
成
８
年
ま
で
47
年
間
）

　

昭
和
29
年　

 

ふ
た
ば
保
育
園
勤
務･

園
長

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
44
年
ま
で
16
年
間
）

　

昭
和
36
年　

 

第
56
世
常
楽
寺
住
職
に

　
　
　
　
　
　

就
任

　

昭
和
45
年　

院
内
自
治
会
長

　

昭
和
46
年　

 

調
停
委
員

　
　
　
　
　
　

(

昭
和
63
年
ま
で
17
年
間)

　

平
成
19
年　

 

第
二
五
六
世
天
台
座
主
に

　
　
　
　
　
　

就
任

　
◆
表
彰
歴

　

昭
和
52
年　

旧
上
田
市
功
労
表
彰

　

平
成
３
年　

勲
五
等
瑞
宝
章

　

平
成
21
年　

上
田
市
名
誉
市
民

新生上田市発足三周年記念式典において、
上田市名誉市民の称号を贈呈
（平成21年11月23日）

「世界平和への祈り」と題した記念講演

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

◇
市
葬

●
期
日　

５
月
19
日
㈭

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
大
ホ
ー
ル

●
形
式　

 

特
定
の
宗
教
に
よ
ら
な
い
献
花

方
式

●
内
容
／
時
間

　

①
葬
儀
式
／
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　
　

※ 

市
内
各
種
団
体
の
代
表
者
に
案
内
状
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

② 

お
別
れ
の
会
／

　
　
　

午
前
11
時
30
分
〜
正
午（
予
定
）

　
　

 

市
民
の
皆
様
に
よ
る
献
花
で
す
。

　
　

 

ど
な
た
で
も
参
列
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

 

な
お
、
葬
儀
式
に
は
参
列
い
た
だ
け
ま
せ

ん
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。

　

誠
に
勝
手
な
が
ら
、
御
香
典
、
御
供
花
、

御
供
物
等
の
儀
は
、
謹
ん
で
御
辞
退
申
し

上
げ
ま
す
。
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お
知
ら
せ

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の

種
を
配
布
し
ま
す

●
対
象　

市
民
又
は
市
内
の
事
業
所
、
保

育
園
、
幼
稚
園
、
学
校

●
配
布
す
る
種　

朝
顔（
ヘ
ブ
ン
リ
ー
ブ

ル
ー
・
西
洋
ミ
ッ
ク
ス
）、
フ
ウ
セ
ン

カ
ズ
ラ
、
ゴ
ー
ヤ

※
前
年
参
加
者
か
ら
提
供
の
種
も
含
む
。

●
配
布
数　

１
件
に
つ
き
３
袋
ま
で

●
申
し
込
み　

５
月
９
日
㈪
〜
31
日
㈫

に
、
左
記
、
又
は
丸
子
・
真
田
・
武
石

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
豊
殿
・
川
西
・
塩

田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。
種
は

申
込
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

収
穫
し
た
種
の
一
部
を
翌
年

用
に
提
供
く
だ
さ
い
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

獣
害
防
止
用
電
気
柵
の

安
全
使
用
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
７
月
に
静
岡
県
で
、
電
気
柵

を
正
し
く
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
獣
害
防
止
対
策
と
し
て
電
気

柵
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
安
全
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
正
し
く
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

・
漏
電
や
配
線
の
異
常
が
な
い
か
確
認
す

る

・
決
め
ら
れ
た
電
源
装
置
を
使
用
す
る

・
見
や
す
い
と
こ
ろ
に「
危
険
表
示
」を
設

置
す
る

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

催　

し

第
11
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ク
ロ
ー
バ
ー
杯

《
上
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
》

●
日
時　

①
７
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
４

日
㈪
午
前
８
時
〜（
人
数
に
よ
り
変
更

あ
り
）

●
場
所　

①
②
上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
③
上
田
菅
平
高
原

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

●
部
門　

男
子
一
般
の
部
、シ
ニ
ア
の
部
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア･

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
男
女

●
定
員　

①
②
各
先
着
１
０
０
名
、
③
先

着
１
２
０
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
プ
レ
ー
代
別

途
。
当
日
支
払
）

●
申
し
込
み　

５
月
10
日
㈫
〜
６
月
17
日

㈮
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
左
記
、
又
は
丸
子
総
合
体
育
館
、

真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。
で

き
る
だ
け
４
人
１
組
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
５
１
９
６　

　
　

FAX
23
・
６
３
７
６

う
え
だ
環
境
市
民
会
議

環
境
講
演
会
・
総
会

●
日
時　

５
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
頃（
講
演
会
／
開
始
か

ら
１
時
間
程
度
）

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
演
題　
「
我
々
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

で
何
が
で
き
る
か
」

●
講
師　

新に
っ

田た

詔し
ょ
う

三ぞ
う

氏（IPCC

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

と
も
し
び
の
里

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

《
上
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
》

●
期
日　

５
月
29
日
㈰

●
場
所　

武
石
体
育
館
ほ
か

●
チ
ー
ム
構
成　

フ
リ
ー
の
部（
高
校
生

以
上
）、
Ｔ
１
８
０
の
部（
４
人
の
年
齢

を
合
わ
せ
て
１
８
０
歳
以
上
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
左

記
窓
口
に
あ
る
申
込
書（
電
話
で
請
求

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加

費
を
添
え
て
左
記
へ
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
武
石
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

　
　

TEL
85
・
２
２
８
０

　
　
（

教
育
事
務
所
）

お
知
ら
せ

募
集

催
し

講
座
・
教
室
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

市
民
吹
奏
楽
団

第
40
回
記
念
定
期
演
奏
会

《
上
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
》

●
日
時　

５
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜（
開
場

１
時
30
分
）

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

●
内
容　

市
民
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
団
の
定
期

演
奏
会
で
す
。
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

を
題
材
に
し
た
作
品
や
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト　

８
０
０
円（
前
売
り
７
０
０

円
。
小
学
生
〜
高
校
生
前
売
り
・
当
日

５
０
０
円
。
未
就
学
児
無
料
）

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

平
安
堂（
上
田
店
・
上

田
し
お
だ
野
店
）、
ヒ
オ
キ
楽
器
、
東
御

市
サ
ト
ウ
カ
メ
ラ
に
て
発
売
中
。
又
は

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
民
吹
奏
楽
団（
丸
山
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
８
２
６
・
１
３
４
６

　
　
（

合
併
10
周
年
記
念
事
業
推
進
室
）

景
観
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

古
地
図
で
歩
く
寺
社
・
城
下
町

　

古
地
図
を
も
と
に
、
旧
城
下
町
の
守
り

と
し
て
配
置
さ
れ
た
寺
社
を
巡
り
、
真
田

氏
の
戦
国
時
代
か
ら
仙
石
氏
の
時
代
ま
で

に
形
成
さ
れ
た
城
下
町
の
面
影
を
探
り
な

が
ら
町
歩
き
を
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

頃（
集
合
８
時
50
分
。
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

前　

●
コ
ー
ス　

日
輪

寺
、
宗
吽
寺
、

月
窓
寺
、
八
幡

神
社
な
ど（
約

５
・
５
㎞
）

●
講
師　

飯い
い
づ
か塚
俊と
し

雄お

氏（
一
級
建

築
士
、
ア
ト
リ

エ
俊
建
築
設
計

事
務
所
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

５
月
６
日
㈮
〜
26
日
㈭

に
、
電
話
、
又
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

第
27
回

長
野
県
少
年
少
女
合
唱
祭

●
日
時　

５
月
15
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

●
内
容　

県
下
の
少
年
少
女
合
唱
団
10
団

体
が
友
情
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
歌
い

ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局

　
　
（
宮
下
）　

TEL
26
・
３
５
４
７

　
　
（

文
化
振
興
課
）

御
屋
敷
つ
つ
じ
祭
り

●
日
時　

５
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

御
屋
敷
公
園（
本
原
）

●
内
容　

三
ツ
頭
獅
子
奉
納
、
真
田
鉄
砲

隊
・
信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
・
信
州
上

田
お
も
て
な
し
武
将
隊
演
舞
な
ど

●
そ
の
他　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

　

真
田
三
代
ヒ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
　

ト（
飯
島
建
設
）　

TEL
72
・
２
６
２
３

　
　
（

産
業
観
光
課
）

犬
・
猫
の
譲
渡
会

　

犬
猫
の
命
を
救
う
た
め
の
募
金
活
動

や
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
現
状
の
展
示
も

行
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
15
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

上
田 

道
と
川
の
駅

●
共
催　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　

一
匹
で
も
犬
・
ね
こ
を
救
う
会

　
　
（
日
比
）

　
　

TEL
０
９
０
・
３
０
８
１
・
５
０
４
７

　
　
（

生
活
環
境
課
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会

●
日
時　

５
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

幼
少
期
に
受
け
た
集
団
予
防
接

種
等
の
際
に
、
注
射
器
が
連
続
使
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染

し
た
方
の
訴
訟
に
関
す
る
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
長
野
弁
護
団　

　
　

事
務
局（
和
田
）　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
４
・
７
７
５
４

　
　
（

健
康
推
進
課
）

第
24
回
あ
や
め
の
里

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

《
上
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
》

　

豊
殿
地
域
の
あ
や
め
を
観
な
が
ら
、
一

緒
に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か（
約
４
㎞
）。

●
日
時　

５
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜（
受

付
８
時
15
分

〜
。雨
天
決

行
）

●
場
所　

豊
殿

小
学
校
を
ス

タ
ー
ト
地
点

と
し
た
豊
殿

地
域

●
対
象　

ど
な

た
で
も

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
雨
具

（
雨
天
時
）

●
申
し
込
み　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
左

記
、
又
は
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
又
は
F
A
X
で
左

記
へ
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

あ
や
め
の
里
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
実
行

　
　

委
員
会
事
務
局（
豊
殿
小
学
校
内
）

　
　

TEL
22
・
４
０
０
４

　
　

FAX
25
・
１
２
９
１

　
　
（
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
）

講
座
・
教
室

断
酒
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
と
家
族
の
た

め
の
会
で
す
。
参
加
者
が
共
に
励
ま
し
合

い
、
断
酒
を
続
け
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
で
お
悩
み
の
方
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
の
み
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
日
時　

上
田
断
酒
会
／
毎
週
木
曜
日
、

午
後
７
時
30
分
〜
９
時（
８
月
11
日
、

12
月
29
日
休
み
）、
丸
子
断
酒
会
／
毎

月
第
１
・
３
月
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時（
１
月
２
日
休
み
）

●
場
所　

上
田
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
丸
子
／
丸
子
公
民
館

●
申
し
込
み　

不
要

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

　
　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
）開
催

●
日
時　

６
月
22
日
㈬
以
降
毎
週
水
曜
日

（
計
９
回
、
最
終
回
は
コ
ー
ス
研
修
）午

前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

上
田
太
郎
ゴ
ル
フ
練
習
場

●
内
容　

ゴ
ル
フ
の
技
術
向
上
、
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
な
ど
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

未
経
験
者
・
初
心
者
大
歓
迎
。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
50
歳
以
上

の
男
性
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女

性（
学
生
除
く
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

４
０
０
０
円
／
期（
別
途
、

毎
回
練
習
場
使
用
料
等
必
要
）

●
持
ち
物　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ

シ
ュ
ー
ズ

●
申
し
込
み　

５
月
13
日
㈮
〜
６
月
１
日

㈬
に
、
窓
口
に
設
置
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
、
又
は
丸
子

総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育

事
務
所
、
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
自

然
運
動
公
園
総
合
体
育
館
窓
口
へ
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
電
子
申
請
）か
ら
も
申

込
可
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
５
１
９
６

第
５
回
上
小
脳
卒
中

市
民
公
開
講
座

　

脳
卒
中
の
予
防
と
治
療
に
対
す
る
最
前

線
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
発

症
を
防
ぎ
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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●
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

●
内
容　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
小

林
脳
神
経
外
科
・
神
経
内
科
病
院
、
鹿

教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
鹿
教
湯
病
院
の
医
師
に
よ
る

「
脳
梗
塞
治
療
の
最
近
の
進
歩
」「
脳
卒

中
の
予
防
」「
今
ど
き
の
脳
卒
中
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」等
の
公
開
講
座
。

●
対
象　

市
民

●
定
員　

３
０
０
名

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ

教
室
・
講
習
会

◇
親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

●
日
時　

５
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
前

11
時

●
場
所　

神
川
小
学
校
体
育
館

●
内
容　

跳
ん
で
、
走
っ
て
、
転
が
っ
て

身か
ら

体だ

の
使
い
方
を
覚
え
る
メ
ニ
ュ
ー
や

親
子
で
ふ
れ
あ
う
体
操
、
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
り
蹴
っ
た
り
と
、
遊
び
感
覚
で
、

親
子
で
楽
し
く
運
動
し
ま
す
。

●
対
象　

年
少
・
年
中
児
と
保
護
者（
対

象
年
齢
外
の
兄
弟
の
付
添
可
）

●
参
加
費　

親
子
１
組
５
０
０
円

◇
元
気
な
身
体
の
た
め
の

　

ス
ト
レ
ッ
チ
講
習
会

●
日
時　

５
月
13
日
㈮
・
20
日
㈮　

午
後

１
時
〜
１
時
50
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
内
容　

家
庭
で
で
き
る
健
康
維
持
の
た

め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
講
習（
実
技
あ
り
）

※
２
回
と
も
同
内
容

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

１
回
５
０
０
円

◇
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
実
技
講
習
会

●
日
時　

５
月
27
日
㈮
午
後
７
時
15
分
〜

９
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
内
容　

武
道
で
の
体
幹
を
生
か
す
体
軸

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
技
講
習

●
対
象　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

◇
共
通
事
項

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、（
ス

ト
レ
ッ
チ
講
習
会
の
み
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

又
は
バ
ス
タ
オ
ル
）

●
申
し
込
み　

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

果
樹
農
園

ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
地
域
に
お
け
る
活
躍
の
場
に
参
画
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

６
月
７
日
㈫
〜
７
月
13
日
㈬
ま

で
の
５
日
間

●
講
習
場
所　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
営
農
部

会
議
室
、
上
田
市
豊
里
地
区
農
園

●
講
師　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
営
農
部

●
対
象　

県
内
在
住
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
就

業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

15
名（
応
募
多
数
時
は
選
定
） 

●
受
講
料　

無
料

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
料
水

●
申
し
込
み　

５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
左

記
、
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
へ
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

募　

集

ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス

イ
ベ
ン
ト
広
場
利
用
申
込

　

３
月
26
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
真
田

十
勇
士
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
」の
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
た
め
の
利

用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
場
所　

真
田
十
勇
士
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ

ス
内（
中
央
３

－

８

－

６
）

●
広
場
の
仕
様　

大
型
テ
ン
ト
を
併
設
し

た
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
１
０
０
㎡
（
う

ち
ス
テ
ー
ジ
デ
ッ
キ
30
㎡
）

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所　

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　
（

商
工
課
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
運
営
等

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

　

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
活
動
し
、
施
設
の

運
営
を
支
え
る
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
施
設

の
魅
力
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

●
対
象　

住
所
、
性
別
、
年
齢
、
経
験
不

問（
18
歳
未
満
の
方
は
要
保
護
者
同
意
）

●
登
録
方
法　

登
録
申
込
書（
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
又
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

●
募
集
期
限　

５
月
30
日
㈪
ま
で

●
活
動
期
間　

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま

で（
平
成
29
年
度
も
募
集
予
定
・
継
続
可
）

●
注
意
事
項　

活
動
を
通
じ
て
知
り
得
た

非
公
開
の
情
報
発
信
、
公
演
等
の
無
料

鑑
賞
、
舞
台
の
設
営
や
機
器
の
操
作
は

で
き
ま
せ
ん
。
活
動
に
関
す
る
連
絡
は

原
則
メ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
報
酬
等
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
２
０
０
０

文
化
少
年
団

加
盟
団
体
を
募
集

　

上
田
市
文
化
少
年
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

独
立
し
た
文
化
団
体
が
交
流
・
連
携
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
、

文
化
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
２
月
５
日
㈰
に
は
丸
子
文
化

会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
で「
第
16
回
う
え
だ

子
ど
も
文
化
祭
」を
開
催
予
定
で
す
。
文

化
少
年
団
に
加
盟
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ

ま
せ
ん
か
。

●
申
し
込
み　

５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
文
化
少
年
団
事
務
局（

文

　
　

化
振
興
課
内
）　

TEL
23
・
６
３
６
１

美
ヶ
原
高
原

サ
サ
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

美
ヶ
原
自
然
再
生
事
業
の
一
環
で
、
サ

サ
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
21
日
㈯（
小
雨
決
行
）

●
集
合
時
間
／
場
所　

午
前
９
時
30
分
／

美
ヶ
原
ふ
る
さ
と
名
産
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
●
作
業
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
作
業
場
所　

美
ヶ
原
高
原
物
見
石
周
辺

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
生
地

●
対
象　

18
歳
以
上
の
方

●
持
ち
物　

作
業
の
で
き
る
服
装（
帽
子
、

雨
具
、
タ
オ
ル
な
ど
）、
昼
食
、
飲
み

物（
昼
食
時
に
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

※ 

軍
手
、
鎌
な
ど
の
作
業
用
具
は
用
意

し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

５
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
又
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

産
業
建
設
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

大
豆
畑
の

オ
ー
ナ
ー
大
募
集
！

　

西
塩
田
地
区
の
畑
で
、種
ま
き
や
枝
豆
・

大
豆
等
の
収
穫
を
し
、
作
物
を
育
て
る
喜

び
を
、
交
流
会
を
通
じ
て
体
験
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
場
所　

前
山（
西
塩
田
地
区
）の
畑

●
内
容　

大
豆
種
ま
き
交
流
会
や
収
穫
交

流
会
な
ど
、
年
５
回
程
度
の
交
流
会
。

リ
ン
ゴ
収
穫
体
験
も
あ
り
ま
す
。

　

初
回
イ
ベ
ン
ト
／
６
月
19
日
㈰
種
ま
き

交
流
会

※
雨
天
時
に
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
。

●
定
員　

35
組（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　
５
０
０
０
円
／
１
口

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
の
上
、
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
は
が

き
で
左
記
へ
。

　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
塩
田
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　

西
塩
田
大
豆
オ
ー
ナ
ー
係　

　
　

TEL
38
・
３
１
０
１

　
　
（

農
政
課
）

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
を
募
集

　

７
月
９
日
㈯
に
中
央
公
民
館
で
開
催
す

る
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
講
演
会
講
師
は
古ふ

る
い
ち市

憲の
り

寿と
し

氏（
社
会
学
者
）に
決
定
。
詳
細
は
、
左
記

へ
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・
若
者
等

就
職
支
援
事
業
受
託
者
募
集

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
、「
仕

事
探
し
支
援
窓
口
」を
設
け
、
地
域
の
就

職
情
報
や
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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供
す
る
と
と
も
に
、
希
望
者
に
は
地
域
企

業
で
の
職
場
体
験
研
修
を
提
供
し
、
上
田

市
へ
の
移
住
を
誘
導
し
ま
す
。
就
職
困
難

な
若
年
求
職
者
を
有
期
雇
用
し
、
基
礎
研

修（
Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
）と
職
場
体
験
研
修

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）を
実
施
し
、
研
修
後
に
体
験
先

企
業
な
ど
で
正
規
雇
用
に
結
び
つ
け
ま

す
。

●
実
施
期
間　

７
月
〜
平
成
29
年
３
月

●
応
募
資
格　

民
間
企
業
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
、
そ
の
他
の
法
人
等
で
、「
有

料
職
業
紹
介
事
業
」及
び「
一
般
労
働
者

派
遣
事
業
」の
許
可
を
有
し
、
本
社
、

又
は
営
業
所
等
が
上
田
市
内
に
所
在
す

る
事
業
者

●
選
定
方
法　

書
類
審
査
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
よ
る
事
業
提
案
の
審
査
に
よ
り
選

定
●
申
し
込
み　

事
前
に
問
い
合
わ
せ
の

上
、
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
応
募
申
込
書

な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

左
記
窓
口
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
26
・
６
０
２
３

上田の

今号から、真田氏関連の市指定文化財を紹介します。

真
田
一
族
の
発
祥
を
伝
え
る「
日
向
畑
遺
跡
・
松
尾
城
跡
」

　

 

真
田
地
域
角
間
自
治
会
の
西
側
一
帯
は
真
田
氏
の
古

い
本
拠
地
と
さ
れ
、
松
尾
城（
松
尾
古
城
）の
南
麓
の
屋
敷

跡
と
さ
れ
る
場
所（
区
民
広
場
周
辺
）に
は
、
真
田
幸
隆
よ

り
古
い
真
田
家
の
墓
と
さ
れ
る
日ひ

向な
た

畑ば
た
け

遺い

跡せ
き

や
、
青
年
期

の
幸
隆
像
と
伝
わ
る「
安あ
ん

智ち

羅ら

様さ
ま

」を
祭
る
神
社
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
場
所
に
は
か
つ
て
真
田
家
の
菩
提

寺
だ
っ
た
常
福
院
と
い
う
お
寺
も
あ
り
ま
し
た
。

　

真
田
幸
隆
は
信
繁（
幸

村
）の
祖
父
で
す
。
真
田

家
の
始
ま
り
の
詳
細
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古

文
書
の
記
載
な
ど
か
ら
、

幸
隆
の
父
親
は「
真
田
右う

馬ま
の

佐す
け

頼よ
り

昌ま
さ

」、
長
兄
は「
真

田
右う

馬ま
の

助す
け
つ
な綱
吉よ
し

」と
い
う

人
物
だ
と
考
え
ら
れ
、
私

た
ち
が
良
く
知
る
二
男
・

幸
隆
か
ら
続
く
真
田
氏
と

は
別
に
、
長
男
・
綱
吉
の
一
族
の
存
在
が
判
明
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
家
系
は「
友
野
」と
姓
を
変
え
て
仙
石
氏
の
家
臣
と

な
り
、
仙
石
政ま
さ

明あ
き
ら

の
出い
ず

石し

藩（
兵
庫
県
豊
岡
市
）へ
の
国
替

え
に
従
い
上
田
か
ら
離
れ
ま
し
た
。

　

日
向
畑
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
46
年
の
発
掘
調
査
で

は
、
畑
か
ら
多
く
の
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

な
ど
が
出
土
し
、
そ
の
形

な
ど
か
ら
室
町
〜
戦
国
時
代
の
石
塔
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

長
い
間
忘
れ
去
ら
れ
、
土
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

日
向
畑
遺
跡
が
長
男
・
綱
吉
の
一
族
が
守
っ
て
い
た
お
墓

だ
っ
た
の
が
、
子
孫
が
上
田
を
離
れ
た
こ
と
で
お
祭
り
す

る
人
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

松
尾
城
に
は
天
守
閣
の
よ
う
な
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、い
ざ
と
い
う
時
に
立
て
こ
も
っ
て
戦
え
る
よ
う
、

山
の
斜
面
を
険
し
く
し
、
土
塁
や
石
積
み
を
造
っ
て
守
り

を
固
め
ま
し
た
。
松
尾
城
の
本ほ
ん

郭く
る
わ

を
囲
む
石
積
み
は
真
田

地
域
や
周
辺
の
山
城
で
は
他
に
例
を
見
ま
せ
ん
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
２

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集



※ 参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。
※ 場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。
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エコ・ハウス
TEL23・5144
（受付時間：月～金曜日10：00～16：00）

エコ・ハウスイベント「宝の山市」
　バザーを通して、物の大切さ・今ある物の活用を考えま
しょう。
日　時 　５月21日㈯10：00～12：00
内　容 　手作り品や、着物・布地・不用品のバザー（掘り

出し物あり）。素敵なプレゼントを用意してい
ます。

その他 　駐車場が限られていますので、できるだけ乗り
合わせでお越しください。

丸子公民館 TEL42・3147　FAX42・0303

国際交流フェスティバル2016 in Maruko
　丸子地域などに住む外国籍の皆さんと交流し、異文化を
学びお互いを思いやる明るい地域づくりを目的に開催しま
す。国際交流関係団体の皆さんの活動展示や試食コーナー、
ダンスや和太鼓などのステージ発表があります。ぜひご参
加ください。
日　時 　５月22日㈰10：00～14：00
場　所 　丸子文化会館

親子で遊ぼうグーチョキパ
　遊びを通して親子がともに学びあい、多くの友だちとと
もに育つ学級として開催します。
日　時 　５月24日㈫～平成29年３月７日㈫
　　　　　原則第２・第４火曜日、いずれも10：00～12：00 
場　所 　信州国際音楽村、丸子公民館
講　師 　チャレンジママプロジェクト
対　象 　未就園児と保護者
定　員 　おおむね30組
参加費 　年額2,000円（別途教材費1,000円）
持ち物 　飲み物・おにぎりなど
申し込み 　５月19日㈭までに、電話、又はFAXで。

初級・中級英会話教室
　初級コースは、英会話を初めて学習する方や、久しぶり
の方向けです。中級コースは初級より少し上のレベルで、
実践的な英会話を学ぶことができます。
日　時 　６月～平成29年３月（月２回。年20回）
コース 　初級（日本人講師）／火曜日19：00～20：00 
　　　　　中級（外国人講師）／金曜日19：00～20：00 
対　象 　市内在住・在勤の成人
定　員 　先着各10名（最小催行人数各５名）
受講料 　20,000円（前・後期各10,000円）
申し込み 　５月９日㈪～31日㈫に、住所・氏名・電話番号・

希望のコースを電話で。

上田図書館 TEL22・0880
※月曜日休館

おはなしと本の会
　「おはなしざしきわらしの会」の皆さんによる、おはなし
や手遊びです。
◇上田図書館
日　時 　５月14日㈯10：30～
◇上田創造館分室（上田創造館３階）
日　時 　５月28日㈯未就園児／10：30～
　　　　　園児・児童／11：00～

真田中央公民館 TEL72・2655

健康生きがいづくり講座
日　時 　６月６日㈪・23日㈭、７月５日㈫
　　　　　13：30～15：30
講　師 　健康いきがいづくりアドバイザー
定　員 　先着30名
受講料 　200円／回
持ち物 　１回目／運動靴　３回目／新しい白いタオル
申し込み 　５月９日㈪8：30以降、電話、又は直接窓口へ。

市民プラザ・ゆう TEL27・2988

やりたい講座をプロデュース
　あなたのやりたい講座を自分で企画、運営してみませんか。
対　象 　市内在住・在勤の方
申し込み 　５月16日㈪以降、企画書を添えて、窓口へ（電

話での仮予約も可）。
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丸子図書館 TEL42・2414
※月曜日休館

地域の歴史を古文書で楽しむ講座（全10回）
　上田地域の歴史を古文書をもとに学びます。古文書が初
めての方にもわかりやすい講座です。
日　時 　６月９日、７月21日、８月４日、９月１日、
 10月13日、11月17日、12月８日、１月12日、
 ２月16日、３月16日の木曜日、13：30～15：00
講　師 　阿

あ

部
べ

勇
いさむ

氏（元県立歴史館課長）
定　員 　先着36名
受講料 　1,000円
申し込み 　５月10日㈫9：00以降、電話、又は窓口へ。

おはなし会
　「お話を楽しむ会」の皆さんによる大型絵本・紙芝居など
を予定しています。
日　時 　５月21日㈯10：30～

源氏物語読書講座（全11回）
　「王朝のみやびⅥ－やさしい源氏物語入門」今年度は「竹
河」の巻から始まり、宇治十帖を読み進めます。今年度を
もって五十四帖を読了します。
日　時 　６月８日、７月６日・20日、８月10日・24日、

９月14日の13：30～15：00
　　　　　９月28日、10月12日、11月９日、12月７日・21日

の14：00～15：30
　　　　　全水曜日
講　師 　西

にし

山
やま

秀
ひで

人
と

氏
　　　　　（上田女子短期大学総合文化学科教授）
定　員 　先着36名
受講料 　1,100円（別途テキスト代1,000円程度）
申し込み 　５月10日㈫9：00以降、電話、又は直接窓口へ。

絵本講座（大人向け）
　優れた文学と美術が結びついた絵本は、子どもだけでは
なく、大人にとっても重要な文化財です。そんな優れた絵
本を毎回一冊ずつ、深く読み込んでいきます。
日　時 　６月12日～平成29年３月12日の毎月第２日曜

日（８月、２月除く）10：00～12：00（全８回）
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
内　容 　第１回目／絵本：「サムとデイブ、あなをほる」

（文：マック・バーネット、絵：ジョン・クラッセ
ン。できるだけ本を持参ください）

講　師 　稲垣勇一氏
対　象 　20歳以上
定　員 　先着30名
受講料 　4,000円（初回徴収）
申し込み 　５月６日㈮以降、電話で。

あかちゃんのためのおはなし会
　図書館の職員と上田女子短期大学の学生たちによるおは
なし会です。図書館のカードを持って参加ください。
日　時 　５月15㈰11：00～11：30

真田図書館 TEL72・8080
※月曜日休館

おはなし広場
日　時 　５月21日㈯10：30～
内　容 　図書館サポーター「ミミールの会」の皆さんによ

る地元の民話をもとにした紙芝居など上田情報
ライブラリー TEL29・0210

※火曜日休館

民話子ども語り手養成講座
　次代の子どもたちに上田の民話の語り手になってもらう
ための講座です。「民話塾スマイルキッズたんぽぽ」として
活動します。仲間になって一緒に民話を語りましょう。
日　時 　毎月第２・４日曜日（８月、２月除く）13：30～

15：30（年間活動日数約20日）
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　稲

いな

垣
がき

勇
ゆう

一
いち

氏（塩田平民話研究所所長、読書アド
バイザー、絵本講師）

対　象 　昔話・民話・絵本・物語に興味がある小学生
定　員 　先着10名
申し込み 　５月６日㈮以降、電話で。



サ ン ト ミ ュ ー ゼ ニ ュ ー ス
交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー ・ 市 立 美 術 館 通 信
サ ン ト ミ ュ ゼ ニ ュ
　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

ワンコインマチネコンサートVol.6
中川賢一（ピアノ）
　今年も始まります！上質な音楽をワンコインで楽しむ平
日の午前！
日　時 　６月２日㈭11：30～12：30（開場11：00）
場　所 　小ホール
プログラム 　リスト／３つの演奏会用練習曲より『ため息』
 ドビュッシー／ベルガマスク組曲より『月の光』
 ラフマニノフ／前奏曲嬰ハ短調作品３-２『鐘』
 ほか ※変更になる場合あり
料　金 　全席指定500円（未就学児入場不可）
チケット 　５月２日㈪10：00～サントミューゼ（窓口・イン

ターネット）で発売

劇場
ホール

子どもアトリエであそぼう！
えのぐであそぼう
日　時 　５月７日㈯・15日㈰10：00～11：00
場　所 　美術館中庭（雨天時は子どもアトリエ）
対　象 　小学生以下の子どもとその保護者
持ち物 　汚れてもよい服装、飲み物
申し込み 　当日9：30から子どもアトリエ前で受付
アトリエ開放日
日　時 　毎週木曜日10：00～12：00の好きな時間
場　所 　子どもアトリエ
対　象 　小学生以下（未就学児は要保護者同伴）

子ども
アトリエ

表紙説明
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神社　武石御柱大祭
　武石地域最大の祭り「子檀嶺神社武石御柱大祭」が４月10日㈰に開催され、おねり行列の披露と御柱曳

ひ

き
が行われました。おねり行列は、加賀百万石の大名行列を模したものと言われ、約230年の歴史があります。
小
こなぎなた

長刀や笛・太鼓の子ども、長刀・金
きん

紋
もん

御
おん

先
さき

箱
はこ

などの奴
やっこ

を始めとした総勢約350人が、武石公民館から子檀嶺
神社までの約２㎞を勇壮に練り歩きました。
　続いて「さぁさぁ皆さんお願いだぁ」の木

き

遣
やり

の掛け声とラッパを合図に、御柱曳きがスタート。大勢の皆
さんが力を合わせて重さ約４トンの御柱を曳き、曳き出しから約３時間で無事神社境内に建立されました。

平成28年度 レジデントアーティスト

高橋多佳子（ピアノ）
地域ふれあいコンサートVol.19 in中央地域
日　時 　５月28日㈯14：00～15：00（開場13：30）
場　所 　中央公民館

料　金 　500円（全席自由。未就学児入場可。当日券のみ）

高橋多佳子
ピアノ・リサイタル チケット発売
日　時 　７月16日㈯14：00～16：00（開場13：30）
場　所 　小ホール
プログラム 　未定（５月上旬発表予定）
料　金 　全席指定2,000円（25歳以下半額、サントミュー

ゼ窓口のみ、要証明書。未就学児入場不可）
チケット 　５月14日㈯10：00～サントミューゼ（窓口・イン

ターネット）、平安堂（上田店・上田しおだ野店）
で発売

劇場
ホール

高橋多佳子 

(c)Akira_Muto(c)Akira_Muto

中川賢一

(c)Shuhei NEZU(c)Shuhei NEZU

芸術家
ふれあい
事業
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カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

合併から10年、住民自治組織が設立

　新市誕生以降、地域の個性や特性を生
かした新たな分権型自治の創出に向けた
取組を推進してまいりました。
　こうした中、住民の皆さんが連携して
主体的にまちづくりを行う、「地域内分権」
の最終段階と位置付ける“住民自治組織”
が、いよいよ川西と丸子で立ち上がりま
した。また、他の地域においても地域経
営会議が設立されるなど、着々と取組が
進んでいます。

　今後も、「市政の主役は住民である」という意識のもと、本組織を中心として地域内分権の推進を図り、住み良い上田市をつ
くってまいります。

３月

川西まちづくり委員会設立総会３/22 丸子まちづくり会議設立総会３/29

　「第11回全国高等学校カーリング選手権
大会」で優勝し、３月30日から４月３日ま
でカナダで開催される「オプティミストＵ
18国際カーリングチャンピオンシップ」へ
日本代表メンバーとして出場する江

え

並
なみ
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選手（上田染谷丘高校１年）と、「U
ユーエスエー
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ationals2016」で部門優勝し、４月29
日から５月１日までアメリカで開催され
る「T

ザ
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サ ミ ッ ト

UMMIT2016」へ出場するチアリー
ディングチームのU

ウ エ ダ

EDA A
エンジェルス

NGELSの皆さんから、それぞれ出場報告を受けました。
　江並さんは海外選手との対戦は初めてとのことで、「体格差はあるが頑張りたい」と意気込みを述べられ、UEDA ANGELSの
皆さんからは本番に向けた強い気持ちをお聞かせいただきました。
　世界を舞台に挑戦することは、必ずや今後の成長の糧となります。皆さんの益々の活躍を祈っています。

若者たちが世界の舞台に挑戦
３月・４月

ますます盛り上がりを見せる真田氏ゆかりの地

　真田氏ゆかりの地である和歌山県九度山町では「真田ミュージアム」が、群馬県沼
田市では「上州沼田真田丸展」がそれぞれオープンしました。
　九度山にはNHK大河ドラマ「真田丸」で大谷吉継役の片岡愛之助さんが、沼田には
真田昌幸役の草刈正雄さんと出浦昌相役の寺島進さんがそれぞれ登場し、大いに場
を盛り上げていました。
　上田市も「真田十勇士ガーデンプレイス」や「上田城真田茶屋」がオープンし、真田
氏ゆかりの地の盛り上がりは最高潮に達しています。
　今後も各地と連携しながら、観光客の皆様に回遊していただけるように努めてま
いります。

九度山真田ミュージアム竣工式３/13

３月

江並杏実選手３/25 UEDA ANGELSの皆さん４/４
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まちの話題

３月27日㈰

真田に新しい風を
真田はっけんミーティング
　真田地域の未来を共に考えようと、NPO法人ほこほコネク
トがインターンシップを募集したところ、首都圏の大学に通
う学生３人が参加し、３月３日㈭から27日㈰まで真田地域で
生活しました。
　最終日の提案発表では、将来起業したいという男子学生が、
「真田は空気、空、星がきれい。自然豊かな真田の良さを活
せれば定住者が増えると思う」と話しました。

雪とスキー場に親しむ
～番所deビンゴ！～
　新生上田市10周年記念日の３月６日に武石番所ヶ原ス
キー場で「番所deビンゴ！」が開催されました。
　子どもたちは、手作りそりでの雪遊びやおやつ作り等を
体験し、ビンゴ大会では、参加者にリフトシーズン券や一
日券、食事券が当たりました。三世代で参加し１日券が当
たった男性は「孫に教えるには最高のゲレンデなので、こ
の券を活用してもっと上達させたい」と喜んでいました。

３月６日㈰

　大河ドラマの機運が盛り上がる中、小学生に歴史を
改めて学んでほしいと、シルバー人材センター各支所
で子ども体験教室を開催しました。
　真田支所では、１～３年生の16人が参加し、大河ド
ラマ館や上田城跡公園などを訪れ、同センター会員で
観光ガイドの雪

ゆき

入
いれ

桂
けい

子
こ

さんから真田氏について教えて
もらいました。おもてなし武将隊にも会え、子どもたち
は大喜びでした。

おじいちゃん、おばあちゃんから
教えてもらったよ
春休み子ども体験教室 ３月25日㈮

真田

真田

　「真田太平記」の冒頭から登場する武田氏の姿と、真田氏との
歴史上の関わりを紹介する企画展に、市内のみでなく県外から
の観光客も多く訪れています。企画展では関係資料のほか、武
田信玄公の甲冑のレプリカも展示してあり、来館者の目を引い
ています。
　また、５月28日㈯には大河ドラマ「真田丸」の時代考証を務め
る平
ひら

山
やま

優
ゆう

氏による関連講座も開催されます。

３月26日㈯～５月29日㈰

池波正太郎真田太平記館企画展
真田太平記に描かれた武田氏

上田

武石
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まちの話題

城跡公園に
「おもてなし空間」誕生
上田城真田茶屋
　上田城を訪れた皆さんを「食」でおもてなしする「上田城真田茶
屋」がオープンし、上田城千本桜まつりなどで新たな観光スポッ
トとしてにぎわいを見せています。
　茶屋では和菓子や美

お い

味だれ焼き鳥など上田のグルメを堪能で
き、お休みどころとして利用いただいています。

　信州国際音楽村を起点とする歴史や史跡、景勝地が満載の遊
歩道をめぐるウォーキングイベントが、尾野山地区で開催され
ました。
　参加した皆さんは、尾野山史跡めぐり協議会会員から歴史等
にまつわる説明を聞きながら、南ルート１周約4.7㎞の遊歩道の
散策とともに素晴らしい眺望を楽しみました。

地域の魅力を楽しんで
尾野山史跡めぐりウォーキング

４月９日㈯

４月２日㈯

まちなかの新たなコミュニティースポット
真田十勇士ガーデンプレイス
　まちなかのにぎわいの創出と憩いの空間として、原町に真
田十勇士ガーデンプレイスがオープンしました。
　パビリオン内では、真田三代や真田十勇士を題材とした常設

のパネル展示やシア
ター上映、ゲーム体
験などができるほか、
野外イベント広場で
は音楽やトークなど
のイベントが不定期
に開催されます。

上田

上田

上田

ギャラリートークシリーズ
美術館散歩
　美術館に気軽に訪れてもらおうと、市立美術館ではコレ
クション展で展示している作品や作家について、エピソー
ドを30分程度で同館学芸員が紹介する「美術館散歩」を新
たに始めました。
　山本鼎、石井鶴三、ハリー・Ｋ・シゲタの作品を中心に、
館収蔵作品を入れ替えながら展示しており、今回のコレク
ション展は５月29日㈰まで、美術館散歩は期間中に６回
開催します。

４月２日㈯

３月26日㈯

丸子
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NHK 総合テレビ ㈰午後８時～
再放送（NHK 総合） ㈯午後１時５分～
NHK BSプレミアム ㈰午後６時～

　  シティプロモーション推進室　TEL75・2554

　上田城跡公園内の旧市民会館を会場に、１月にオープンした「信州上田真田丸大河ドラマ館」。来館者
は４月末で累計約20万人を越え、たいへん多くのお客様にお越しいただいています。
　大河ドラマ館は、大河ドラマの時代背景を知り、ドラマをより楽しんでいただくとともに、ドラマの
ご当地に親しみ、楽しんでもらうための施設です。ドラマのストーリーに沿って出演者が身につける衣
装やセット、地元ロケの模様を写したメイキング映像の上映などで、大河ドラマの世界を紹介していま
す。
　大河ドラマ館にはすでに行かれた方も多いとは思いますが、今回は、ドラマ館の裏側（トリビア）を少
し紹介します。今後、展示内容を更

さら

に充実させていく予定ですので、ぜひ、もう一度訪れてみてください。

真田昌幸築城の上田城と城下町を再現！
　上田城は、1583年に真田昌幸が築城した堅牢な城。徳川
の大軍を２度撃破した実戦の城です。ドラマ館の館内を歩く
と塀に丸や三角の穴が開いていますが、これは上田城に向か
う敵に向かって鉄砲や矢を放つ穴、「狭

さ

間
ま

」です。また、ドラ
マの登場人物を紹介する馬

ば

防
ぼうさく

柵は、『真田丸』第13回「決戦」の
第一次上田合戦で、真田昌幸が仕掛けた「千鳥がけ」。斜めの
柵を左右に置き敵の進路を狭める仕掛けです。徳川軍が攻め
あぐねた上田城の城下町をぜひ体感してみてください。

ドラマに登場した本物の衣装！
　ドラマ館に入ってまず目にするのが、堺

さかい

雅
ま さ と

人さん演じる
真田信繁の衣装。この衣装は、『真田丸』第１回「船出」で、
徳川軍の敵陣深くまで入り込んでしまった信繁と矢沢三十
郎頼幸が川に落ちてしまったシーンで着用した衣装です。
堺さんが実際に撮影で着たもので、よく見ると衣装のほつ
れを見つけることができるかもしれません。
　また、真田一族を紹介するコーナーには、父・昌幸、兄・
信幸、信繁、祖母・とり、母・薫、姉・松の衣装が展示し
てあります。男性の衣装は、馬に乗ったり、泥だらけになっ
たりと体を使うシーンが多いことから、複数着あるうちの
１着が展示してありますが、女性の衣装は実際に袖を通し
た服。展示品と一緒に流れているドラマの映像とともにお
楽しみください。

　これからも、まだまだ紹介されていない大河ドラマ館の
裏側（トリビア）を紹介していきますので、ご期待ください。

おまけ　　「探してみましょう！隠れ六文銭」
　真田家の家紋の一つは、三途の川の渡し賃である「六文銭」です。ドラマ館の中にものぼり旗や壁面装飾などに使
われているため目にする方も多いでしょう。でも、あまり知られていない六文銭が館内にひっそり隠れています。
いわば「隠れ六文銭」をぜひ探してみましょう！ヒントは城下町…。

幸
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,460人　男：78,095人　女：81,365人　世帯数：66,420世帯
　　　   （3,281人）　　　（1,532人）　　　（1,749人）

市の人口（平成28年４月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。
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